
日時：令和３年１月２８日（木）
場所：奈良国道事務所
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⼤和御所道路とは
⼤和御所道路は、京都府、奈
良県、和歌⼭県の都市間を結ぶ
延⻑約120kmの⾼規格幹線道
路である京奈和⾃動⾞道の⼀部
として⾼速道路ネットワークを形成
する⼤和郡⼭市から五條市までの
延⻑27.2kmの区間です。
なお、橿原⾼⽥ICより北側区間
を⼤和区間、南側区間を御所区
間としています。
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⼤和御所道路の開通状況
⼤和御所道路は、27.2kmのうちの22.8kmが既に
開通しており、未開通区間が本検討対象区間を含む
4.4kmのみの状況となっています。
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大和区間
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未開通区間



⼤和御所道路の道路構造
⼤和御所道路は、専⽤部と⼀般部からなり、専⽤部は全線4⾞線、⼀般部は4
⾞線区間と2⾞線区間からなります。区間の⼤部分で専⽤部は主に⾼架構造で
すが、⼀部で地下構造の堀割区間と函渠区間があります。

御所区間 標準断面図大和区間 標準断面図

専用部

一般部一般部

一般部 一般部

専用部
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検討対象区間
本委員会では、橿原北IC〜曲川町東交差点までの区間を対象に、植栽整備に
関する基本⽅針を検討します。

検討対象区間
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大和区間
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検討対象区間の
道路構造
検討対象区間の道路構造は、
⾼架、掘割、函渠からなります。
検討対象区間の起終点付近は
⾼架構造となりますが、中和幹線
及び近鉄⼤阪線を地下で通過さ
せるため、その前後を含めた区間
が函渠構造となり、⾼架と函渠の
間が掘割構造となります。

高架区間

掘割区間

掘割区間

高架区間

橿原北IC

橿原高田IC
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函渠区間

検討対象区間
（約3.1km）

曲川町東
交差点

出典：国土地理院ウェブサイト

中和幹線

近鉄大阪線

真菅北小学校

真菅小学校

検討対象区間の道路構造（⾼架区間）

高架区間 標準断面図
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専用部(下り)

一般部

専用部(上り)

植栽帯

副道歩道 副道 歩道

植栽帯



検討対象区間の道路構造（掘割区間）

専用部(下り) 一般部

掘割区間 標準断面図

専用部(上り)
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植栽帯

副道歩道

植栽帯

副道 歩道

検討対象区間の道路構造（函渠区間）

函渠区間 標準断面図
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専用部(下り)

一般部

専用部(上り)

植栽帯

副道歩道 副道 歩道

植栽帯 植栽帯 植栽帯



検討対象区間周辺の⼟地利⽤の変遷

1961年（昭和36年） 10
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小槻町交差点

曲川町東交差点

昭和30年代の検討対象
区間周辺の状況は、集落が
点在していますが、対象区間
沿線は耕作地でした。

出典：
国土地理院ウェブサイト

近鉄大阪線

真菅小学校

橿
原
バ
イ
パ
ス

検
討
対
象
区
間

検討対象区間周辺の⼟地利⽤の変遷

1979年（昭和54年） 11
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小槻町交差点

曲川町東交差点

昭和50年代の検討対象区
間周辺の状況は、近鉄⼤阪
線沿線を中⼼に市街地が広
がっていますが、対象区間沿線
は殆どが耕作地でした。

出典：
国土地理院ウェブサイト

近鉄大阪線

真菅小学校

真菅北小学校
橿
原
バ
イ
パ
ス

検
討
対
象
区
間



検討対象区間周辺の⼟地利⽤の変遷

1985年（昭和60年） 12
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小槻町交差点

曲川町東交差点

昭和60年代の検討対象区
間周辺の状況は、橿原バイパ
スや中和幹線の整備が進み、
道路沿線で少しづつ市街地
が広がり始めていました。

出典：
国土地理院ウェブサイト

近鉄大阪線

真菅小学校

真菅北小学校

中和幹線

橿
原
バ
イ
パ
ス

検
討
対
象
区
間

検討対象区間周辺の⼟地利⽤の変遷

2008年（平成20年） 13
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小槻町交差点

曲川町東交差点

平成20年の検討対象区間
周辺の状況は、橿原バイパス
や中和幹線の沿道で市街地
がさらに広がり、現在の⼟地利
⽤分布が形成されています。

出典：
国土地理院ウェブサイト

近鉄大阪線

真菅小学校

真菅北小学校

中和幹線

橿
原
バ
イ
パ
ス

検
討
対
象
区
間
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「森につつまれた道路」を全国に先駆けて整備
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今から約４０年前に道路整備と沿道環境の保全の両⽴を⽬的として地元住⺠等と協
働で、シラカシなど潜在⾃然植⽣種等を⽤いた常緑の植樹帯による「森につつまれた道
路」を全国に先駆けて整備をしました。

橿原市土橋町・曽我町地区付近



「森につつまれた道路」を全国に先駆けて整備
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今から約４０年前に道路整備と沿道環境の保全の両⽴を⽬的として地元住⺠等と協
同で、シラカシなど潜在⾃然植⽣種等を⽤いた常緑の植樹帯による「森につつまれた道
路」を全国に先駆けて整備をしました。

橿原市大垣町・小槻町地区付近

現況植栽帯の構造

施⼯時の植栽⽅法 17
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橿原バイパスにおける植栽帯では、⾼⽊の郷⼟樹種をポット苗で⾼密度で植
え、早期に樹林形成させる「エコロジー緑化」と呼ばれる⼿法を⽤い、⾼⽊密植
型の植栽帯を導⼊しました。その際、樹⽊が成⻑しやすいように、植栽帯には盛
⼟形状（マウンド型）を採⽤しています。



昭和57年から58年にかけて沿道の真菅⼩
学校、真菅北⼩学校の⽣徒や⽗兄等のべ
2,100⼈が3,100本の植樹に参加する等、
地域と協働で⾏われました。

現況植栽の設置経緯

植樹の様⼦

植栽直後 ４年後

21年後

現在（38年後）
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地域住⺠による
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの様⼦

とてもよいと思う

22.9%

よいと思う

46.7%

よくないと思う

22.0%

とてもよくない

と思う

6.3%

その他・無回答

2.0%

現況植栽に対する地域住⺠の評価
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○アンケート結果の概要
■約７割の⽅が「とてもよいと思う」、「よいと思う」と評価されている。
■主な評価内容
・沿道住⺠の⽅からは「⾞の騒⾳や⼤気汚染の影響を減少
できている」など環境⾯が評価されている。
・沿道住⺠以外の⽅からは「緑を⽬にすることで気持ちがよい」
など景観⾯が評価されている。

○アンケート概要
時期︓平成１５年８⽉実施
対象︓橿原市及び⽥原本町の住⺠（8,000⼈）
回答︓有効回収数1,042（有効回収率約13.0％）



現況植栽の現状
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ツ
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本線側側道側

16 30.1

2 3.8

3 5.7

16 30.2

16 30.2

本数

（本）

割合

（％）
樹種名
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ｼﾗｶｼ

ﾄﾍﾞﾗ

ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ

〇幅の狭い植栽帯（真菅北⼩学校前）

■樹⽊横断位置

■樹⽊リスト

■全景写真

■林内状況写真

現況植栽の現状
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〇幅の広い植栽帯（曽我町内）

■樹⽊横断位置

■樹⽊リスト

■全景写真
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現況植栽の遠⽅からの景観
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視点場
橿原市役所分庁舎
(ミグランス)展望室

出典：国土地理院ウェブサイト

橿
原
バ
イ
パ
ス

中和幹線

近鉄大阪線

真菅北小学校

真菅小学校

曽我町

土橋町

大垣町

築山古墳

橿原市役所分庁舎(ミグランス)展望室からの景観
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築⼭古墳

⼆上⼭

橿原バイパスまでの間に市街地
が広がっているため、わずかに既存
植栽帯の上部が確認できる程度
です。

橿原バイパス植栽



橿原市役所分庁舎(ミグランス)からの景観（拡⼤）
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築⼭古墳

⼆上⼭
拡⼤しても、橿原バイパスまでの
区間に⾼い建物が集積しているた
め、既存植栽帯の上部がわずかに
視認できる程度です。

橿原バイパス植栽

平成13年度・14年度
⼤和区間全体(郡⼭下ツ道JCT〜橿原⾼⽥IC)の植栽整
備⽅針検討

平成13年度・14年度
⼤和区間全体(郡⼭下ツ道JCT〜橿原⾼⽥IC)の植栽整
備⽅針検討

平成15年度
保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針検討
平成15年度
保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針検討

平成19年度
保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の配植検討及び候補
樹種選定

平成19年度
保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の配植検討及び候補
樹種選定

学識経験者による
懇談会

学識経験者による
懇談会

緑の新生創造
協議会

緑の新生創造
協議会

平成13年度・14年度平成13年度・14年度

平成19年度平成19年度
今回検討区間今回検討区間

地域住民参加
ワークショップ
地域住民参加

ワークショップ

昭和57年度・58年度
橿原バイパスにおける植樹
昭和57年度・58年度
橿原バイパスにおける植樹 地域住民参加地域住民参加

平成15年度平成15年度
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これまでの植栽整備⽅針検討経緯



⼤和区間全体の植栽整備⽅針（平成14年度）

〇基本理念

〇基本⽅針

『⼤和の歴史・⾃然を活かしたみどり空間の創造』

①奈良の歴史を現代に伝える樹種の導⼊
②道路構造に応じた緑化⼿法の導⼊
③沿道⼟地利⽤に合わせたデザイン
④ドライバーの安全性、快適性の確保
⑤騒⾳、排気ガスの影響の緩和
⑥地域住⺠に親しまれるみどり空間の創出
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⼤和区間全体の植栽整備⽅針（平成14年度）
〇配植⽅針

区間全体を『⼯業系・IC近接型混在地区』 、『市街地近接地区』、『⽥園地
区』に⼤別し、各地区の特性に適した配植⽅針を設定
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【⼯業系・IC近接型混在地区の配植⽅針】
枝下⾼の⾼い⾼⽊の列植と

常緑性の低(花)⽊を植えただけ
のシンプルな構成によって周辺施
設やサインの確認が容易で、歩
⾏者側からの視認性を確保する。



⼤和区間全体の植栽整備⽅針（平成14年度）

【⽥園地区の配植⽅針】
植栽帯の中央部を1m程度マ
ウンド(盛り⼟)して⾞道側には低
⽊、中⽊を配し騒⾳と煤塵⾶散
の低減を図る。同時に歩⾏者側
から⾞を⾒えなくする。
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【市街地近接地区】

植栽帯の中央部を１ｍ程度
マウンド(盛り⼟)して⾞道側には
低⽊、中⽊を密に配植し、歩⾏
者側から⾞を⾒えないよう隠すと
共に騒⾳や煤塵の抑制、低減
に努める。

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針
（平成15年度）

〇基本理念

『みんなで育てる緑のやまと⼤路』

〇基本⽅針

①全国に誇れる道路
②交通安全に配慮
③沿道⼟地利⽤を考慮した区分
④維持管理
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〇配植⽅針（商⼯業系）

沿道の⼟地利⽤別に『商⼯業系』、『住宅系』、『⽥園系』に⼤別し、
各⼟地利⽤の特性に適した配植⽅針を設定

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針
（平成15年度）
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〇配植⽅針（住宅系）

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針
（平成15年度）
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〇配植⽅針（⽥園系）

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽整備⽅針
（平成15年度）

32

資料２

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間の植栽検討結果
（平成15年度）
〇樹種選定

種別 樹種名称
常緑⾼⽊ シラカシ、アラカシ、スタジイ、クロガネモチ
落葉⾼⽊ ナツツバキ
常緑中⽊ ヤブツバキ、キンモクセイ、サザンカ
落葉中⽊ コブシ
常緑低⽊ ヒラドツツジ、ハクチョウゲ、シャリンバイ、アセビ、クチナシ

□候補樹種

植栽整備⽅針の中で⽰された樹種選定⽅針も踏まえて、住⺠参画により、候
補樹種を選定
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保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間のWS検討結果
（平成19年度）
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地　区

十六面

薬王寺

矢　部

意見・要望

・低木のみが良い(見通し良く、防犯面を配慮すべき)
　→見通しが悪いと農作物がとられてしまう(既存部の問題)
・既存植栽は撤去して低木にするか間引くかして見通しを良くしてほしい(既存部の問題)
・大きくならないのであれば高木をいれても良いと思う（橋脚部に配置するなど）

・防音と景観のバランスを考えてほしい
・植栽は中木と低木(H15要望通り)が良い

・新植部は低木のみがよい
・既存部(西側)は既存木を撤去し、低木のみに変えてほしい
　※満田地区の人家が隣接する区間に関しては満田地区の要望で良い

満　田

飯　高

・騒音の問題を最優先に考えてほしい
・既存部（人家隣接部）に関しては、既存木を残して、中木と低木を補植
・人家隣接部以外の既存部は、撤去して低木にしてほしい
・新植部に関しては、低木のみで良い
　→山並み景観を重視

・既存のような密植は希望していないが、緑(10ｍピッチの高木)はいれてほしい
・緑を入れるなら管理をきちんとしてほしい。
・高架下も緑を入れてほしい。
・広い高架下にもっと広範囲に植栽してほしい

小　槻
・高木を入れてもよいが管理をしっかりして防音と景観を重ねるような植栽をしてほしい
・高架下植栽はシバザクラが良い(ポイ捨て防止)
　（育つかどうかはわからないが）

■ワークショップに際して各地区の住⺠から得られた意⾒・要望

保津⻄交差点〜⼩槻町交差点区間のWS検討結果
（平成19年度）
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種別 樹種名称
常緑⾼⽊ シラカシ、アラカシ
落葉⾼⽊ モクレン、コブシ
落葉中⽊ ナツツバキ、ムクゲ、ニワウメ
常緑低⽊ シャリンバイ、クチナシ、ヒラドツツジ、ハクチョウゲ、アセビ、カンツバキ
地被植物 ヤブラン、フイリヤブラン、ヘデラヘリックス、ツワブキ、ヤブコウジ

□候補樹種
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資料３

本⼯事では、現況植栽帯のほとんどが⼯事の影響範囲となっています。
⽀障になる現況植栽①

掘割区間①

専⽤部⼯事の影響範囲となる。
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資料３



⽀障になる現況植栽②

掘割区間②

専⽤部⼯事の影響範囲となる。
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資料３

⽀障になる現況植栽③

函渠区間

専⽤部⼯事の影響範囲となる。
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資料３



⽀障となる現況植栽④

⾼架区間

副道⼯事の影響範囲となる。
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資料３

⼯事による現況植栽への影響
本⼯事では、⼤半の現況植栽帯が⼯事の影響範囲となることから、残置するこ
とが困難です。そのため、⼯事に際しては、現況植栽帯を撤去し、⼯事完了後、
新たな植栽を整備する予定です。
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〇現況 〇植栽撤去後イメージ

資料３

※植栽の撤去については、段階的に⾏う予定です。

沿道住民の参画による

植栽整備基本方針の策定

〇今後の予定



⼯事完成後における植栽エリア（イメージ）（抜粋）
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現 況

完成後

資料３

凡例

既存植栽

高木の植樹が可能な範囲

高木の植樹が困難な範囲

凡例

既存植栽

※上記完成後の図は植樹可能な範囲を視覚的に⽰したイメージであり、新たな植樹範囲を確定したものではありません。
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資料４



植栽検討委員会の進め⽅（案）と今後のスケジュール（案）
検討対象区間の植栽整備基本⽅針は、本検討委員会と地域住⺠参画によるワーク
ショップの結果を踏まえて検討します。
第１回植栽検討委員会（Ｒ3.1）
概 要︓・橿原バイパス植栽の経緯と現状、植栽整検討委員会の進め⽅等
第１回植栽検討ワークショップ（Ｒ3.2予定）
概 要︓・道路計画の概要、橿原バイパス植栽の経緯と現状、課題抽出、今後の進め⽅
第２回植栽検討ワークショップ（Ｒ3.3予定）
概 要︓・各⾃治体における植栽の理想像について議論

第４回植栽検討委員会（Ｒ4.2予定）
概 要︓・植裁整備基本⽅針の策定

第３回植栽検討ワークショップ（Ｒ3.8〜9予定）
概 要︓・植裁整備基本⽅針（たたき案）の作成
第３回植栽検討委員会（Ｒ3.10予定）
概 要︓・ワークショップ結果を踏まえた植裁整備基本⽅針（中間とりまとめ）
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第２回植栽検討委員会（Ｒ3.5予定）
概 要︓・ワークショップ結果を踏まえた理想像の作成

第４回植栽検討ワークショップ（Ｒ3.11〜Ｒ4.1予定）
概 要︓・植裁整備基本⽅針（案）の作成

資料４

沿道住⺠の意向把握（アンケート等）（Ｒ3.6〜7予定）

植栽整備基本⽅針概要版リーフレット 沿道住⺠等へ配布


